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1. 選挙権資格の変更（主要各紙）  

 12 月 12 日、当国国会は 2024 年エルサルバドル総選挙において、在外エルサルバドル人が選挙

権資格（注：期限切れの身分証明書（DUI）及び期限切れのパスポートでも投票可）との平等に基

づき、期限切れの DUI を所持し国内で投票するエルサルバドル人に対しても、同様に選挙権を与

えることを承認した。 

 

 

 

 

 

1. エンゲルリストの公表（主要各紙（ディアリオ・エルサルバドル紙（政府系）除く）） 

12月 21日、米国務省は、反民主主義的、または腐敗政治家・役人等を対象とする米国内への入

国禁止などの制裁対象者リストである「エンゲルリスト」を公表した。同リストに含まれていた

公共情報公開庁（IAIP）関係者 3名のエルサルバドル人は以下の通り。 

(1)リカルド・ゴメス公共情報公開庁（IAIP）長官、公共情報へのアクセスを意図的且つ不当に遮

断するために、プロセス及び制度の弱体化を行った。 

(2)ヘラルド・ゲレロ及びアンドレス・ロドリゲス IAIP 補佐官、公共情報へのアクセスを意図的

且つ不当に遮断するために、プロセス及び制度の弱体化を行った。 

 

2.米国による災害等緊急事態対応用小型飛行機の供与（ディアリオ・エルサルバドル紙及びラ・

プレンサ・グラフィカ紙） 

 12月 4日、ダンカン当地米国大使はメリーノ・エルサルバドル国防大臣に対しセスナ 208Bグ

ランドキャラバン EX(１機)の供与を実施。同機は空軍に配置され、医療輸送、自然災害対応、国

境地帯の監視等に使用される見込み。 

 

3. Zhang 当地中国大使らによるイロパンゴ湖浄水場定礎式の実施（ディアリオ・エルサルバドル

紙及びラ・プレンサ・グラフィカ紙） 

 12月 4日、Zhang当地中国大使及びアレマン ANDA(エルサルバドル上下水道公社)らは、サンサ

ルバドル県イロパンゴ市において、イロパンゴ湖浄水場の定礎式を実施。本プロジェクトは中国

による 4,000万ドルの無償供与によって行われ、約 30ヶ月で竣工となる見込み。本プロジェクト

完成によって、周辺住民 25万人が被益者となり、ラ・リベルタ県内に位置するトロゴス浄水場の

負担軽減につながる見込み。 

 

 

 

 

１．開発金融に関する多国間協力センター（MCDF）による「海底ケーブル敷設計画」の支援（デ

ィアリオ・エルサルバドル紙） 

 12 月 15 日、開発金融に関する多国間協力センター（MCDF）は、当国の「海底ケーブル」に 50

内政 

外交 

経済 



万ドル支援する旨発表した。報道によれば、MCDF は中国財政部とアンデス開発公社（CAF）、IDB、

アジア開発銀行、アジア投資インフラ銀行（AIIB）、世銀等の国際開発金融機関（MDBs）により構

成され、AIIB内に MCDFの運営を支援する事務局が組織されている。 

 

2. エルサルバドル・コスタリカ間のフェリー運航の無期限休止（主要各紙（ディアリオ・エルサ

ルバドル紙（政府系）除く） 

 Blue Wave 社のオーナーである Marinsa 社のアルバレス代表は、2023 年 8 月からエルサルバド

ルのラ・ウニオン港とコスタリカのカルデラ港の間で開始となったフェリー事業が無期限の休止

になった旨明らかにした。アルバレス代表は、エルサルバドル・コスタリカ間の航路は大変興味

深いものではあったものの、1日 1万ドル前後という高い運営コストがかかっていたとし、本事業

を担っていたフェリー「Blue Wave Harmony」は、既にパナマ運河を通過して大西洋を横断してい

る旨明らかにした。 

 

3. Huawei 社と大統領府イノベーション局の MOU署名（ディアリオ・エルサルバドル紙） 

中国の大手通信事業メーカーの Huawei 社と大統領府イノベーション局の間で、ICT 分野に係る

MOU が署名され、Huawei 社からはホワン・エルサルバドル・Huawei 社代表、大統領府イノベーシ

ョン局からはメンデス同局長が出席した。 

 

4. IMF との 13 億ドルをめぐる借款交渉の動向（エル・ディアリオ・デ・オイ紙） 

 8つの反汚職、情報公開及び人権関連の国際 NGO団体から成るグループは、イエレン米財務長官

を通じて、ゲオルギエバ IMF 専務理事に対し、IMF とエルサルバドルの間での 13 億ドルをめぐる

借款交渉において、エルサルバドル政府が反汚職と人権を守るよう要求した。 

 

 

5. 貿易総額 

・2023 年の輸出総額は 64 億 9,810 万ドル（前年比 8.7%減）。輸入総額は 156 億 4,830 万ドル（前

年比 8.5%減）となった。 

 

（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

 

2019 2020 2021 2022 2023

輸出 5943.32 5030.1 6628.75 7,115.10 6498.1

輸入 12017.6 10593.7 15075.92 17108 15,648.30
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（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

6．貿易収支額・郷里送金・外貨準備高・公的債務残高 

・2023年の貿易収支額はマイナス 91億 5,020万ドルとなり、前年より赤字額が 8億 4,270万ドル

縮小した。 

・2023 年の郷里送金額は 81 億 8,180 万ドルとなった。そのうち米国からの送金は全体の 93.0%

（76億 620万ドル）を占めた。 

 

 

 

 
                              （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
１０

月

１１

月

１２

月

輸出総額 522.5 582.9 683.7 471.5 589.7 588.9 568.7 539.6 502.4 495.8 503.2 449.1

輸入総額 1300 1226 1412 1,177 1,359 1,310 1,278 1,360 1,326 1,326 1,320 1,248

貿易収支 -778 -644 -728 -706 -770 -721 -710 -821 -824 -831 -817 -799.
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（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

7．金利・インフレ率 

・2023 年のインフレ率はプラス 1.23%であった。また 2022 年のインフレ率はプラス 7.32%であっ

た。2022年の失業率は 5.0%であった。 

 

 
                                （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 
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2021年 2022年
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2019 2020 2021 2022 2023

金利（1年未満） 6.61 6.77 6.19 6.35 7.53

金利（1年以上） 9.54 9.24 8.84 9.75 10.6

インフレ率 -0.004 -0.09 6.11 7.32 1.23

失業率 6.3 6.9 6.3 5
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